
PCまくらぎの性能照査法
（Design Method of Prestressed Concrete Sleeper）

【概要】
PCまくらぎの設計は許容応力度法により行われてきましたが、2012

年に『鉄道構造物等設計標準・同解説 軌道構造』が発刊され、性能照
査型設計法による自由度の高い設計を行うことが可能となりました。し
かしながら、PCまくらぎの設計に関する資料がなく、具体的な照査法
が明確でありませんでした。そこで、一連の性能照査法を構築し、さら
に鉄道事業者等がPCまくらぎの設計、技術開発、低廉化等を合理的
かつ効率的に実施するための支援を目的として、マニュアルを作成し
ました。

【特徴】
• PCまくらぎの性能照査に関する一連の手法を提案し、これに基づく
計算例を作成しました。

• PCまくらぎの設計における各種パラメータの影響を現地試験や数値
解析により評価しました。

• 上記の内容に加え、PCまくらぎの低廉化に関する国内の技術開発
事例を整理して低廉化における考え方を例示し、マニュアルとしてま
とめました。

【用途】
PCまくらぎの設計、技術開発、
低廉化等について検討を実施す
る場合のマニュアルとして活用で
きます。
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PCまくらぎの性能照査フロー

【実施例】

鉄道事業者等で活用されています。

担当 鉄道力学研究部（構造力学）

作用の特性値Fk

設計応答値

設計作用Fd = γf Fk

作用係数γf

応答値IR (Fd)

設計応答値IRd = γa IR (Fd)

構造解析係数γa

材料強度の特性値fk

設計限界値

設計材料強度fd = fk/γm

材料係数γm

限界値IL (fd)

設計限界値ILd = IL (fd)/γb

軌道部材係数γb

照査式 γi IRd/ILd≦1.0

軌道構造係数γi
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レール、まくらぎ：はり要素
軌道パッド、バラスト：ばね要素

車両と軌道の動的相互作用解析による設計応答値の算定法の例

PCまくらぎの応答値に影響を及ぼすパラメータの例

■動的・衝撃の影響：変動輪重・横圧係数

■まくらぎの支持状態の影響： 一様支持、浮きなど

■作用の影響：輪重、横圧

■線路方向への荷重分散：分散係数

■コンクリート、鋼材の物性の影響
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